








結び 

離乳は、わが国においては、その特殊事情により小児科の実地において重要であり、研究

班が結成されて研究が行われた。離乳の問題の最初は、栄養障害の防止が主要であり、食

品の種類や調理なとが取りあげられ、また離乳開始の時期を早くすることにも力が注がれ

た。「離乳基本案」によってわが国の離乳の方針や方式の基本が定まったことは意義が大き

い。その後 20 年たって現状に合わせて「離乳の基本」が発表されたが、「離乳基本案」'

の原則は貫かれている。 

「離乳の基本」が発表されてから、早くも 10 年以上が経過しており、世の中の変化に即応

して離乳を検討することは意義のあることである。「離乳の基本」においては食品や調理の

以前に乳児の発育に配慮し、個別的に離乳を進めることが示されたが、今後は食生活とし

て離乳を考える必要があるだろう。離乳は発育や栄養だけが目的でなく、その過程におい

ては味やかむことに慣らすということも加わるが、さらに乳児個人だけでなく、家族や社

会の事情を加味した離乳へと展開することが期待される。 


